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　モンゴル帝国の西北部を構成したジュチ･ウルス 

ulūs-i jūčī（ チ ン ギ ス･ハ ン の 長 男 ジュチ joči の

く
ウルス

に）は、キプチャク草原 ── 現在のカザフスタ

ンから黒海北岸に至る広大な草原地帯 ── とその

周辺諸地域を支配して強勢を誇ったが、15世紀以降、

いくつかの地方政権に分裂した。それらの諸政権の

うち、「ノガイ＝オルダ Ногайская Орда*1」は、マン

グト mangγud～mangγït 族のエディゲ edigü beg（1419

年歿）の子孫によって統治され、カスピ海北岸から

アラル海北岸に至る草原地帯とその周辺諸地域（主

に、現在のカザフスタン西部方面）を17世紀に至る

まで支配した。

　マングト族は、チンギス･ハンの族祖と父方でつ

ながる父系同族集団の一つであるとされる（ラシー

ドッディーン『集史』 rašīd al-dīn, jāmi‘ al-tawārīx 他）

が、チンギス･ハンの男系子孫ではなかったエディ

ゲと彼の継承者たちは、「ハン xān / qan」ではなく

「ビー biy（ベク beg）」の称号を採った。

　チンギス･ハンの血統を重視するキプチャク草原

の遊牧民の間では、非チンギス裔のマングト族はカ

リスマ性に欠け、求心力が強くなかった。かくて彼

らは、チンギス裔と婚姻関係を結び、チンギス裔の

ハンを擁立または支持し、ジュチ･ウルス分裂後、

めまぐるしく諸勢力が興亡を繰り返すキプチャク草

原において、無視し得ぬ重要な歴史的な役割を果た

すこととなった。

　このマングト族の活動は、中央アジア南部におい

てチャガタイ汗国分裂期に勃興した、チムール朝の

バルラス barulas 族、モグーリスターン汗国（東チャ

ガタイ汗国）のドグラトduγulat 族 ── いずれもチ

ンギス･ハンの父系同族集団とされていた（ラシー

ドッディーン『集史』他）── と類似点が多く、モ

ンゴル帝国解体後の内陸ユーラシア地域における社

会変容を考察する上でも、重要な意義を持つものと

考えられよう。

　さて、このマングト族のエディゲ裔に統治された

遊牧民集団は「ノガイ＝オルダ」として知られてい

るが、「ノガイ noγay」という語の語源がモンゴル語

の「犬 noqai」であることに疑いの余地はない。し

かし、「ノガイ」が集団名として使用されるように

なった歴史経緯は、現在に至るまで未詳のままであ

る。

　ジュチ･ウルス史上、「ノカイ（ノガイ）」という固

有名詞は、13世紀後半のキプチャク草原西部におい

て権勢を振るったジュチ裔王族の名として、我々に

記憶される。この人名「ノカイ（ノガイ）」を集団

名「ノガイ」の起源とする見解があるが、王族ノカ

イは、ジュチの七男ボアル bo’al の孫で、ジュチ･ウ

ルスの「右翼」に属し（ラシードッディーン『集史』）、

その本拠地は、キプチャク草原の最西端、ドナウ川

河口方面にあった。それに対し、「ノガイ＝オルダ」

は、ジュチ･ウルスの「左翼」に属したジュチの

十三男トカ＝テムル toqa-temür の子孫のうちのノム

カン n�muqān 裔 ── 後のアストラハン王家、す

なわち小ムハンマド裔 ── との関係が深く、本来

の根拠地はヴォルガ川以東の地にあったと考えられ

る。よって、従来の通説に従う限り、王族ノカイと

ノガイ＝オルダとの間に接点を見出すことは困難で

あった。

　しかし、両者に名称上の関係があると推定するこ

とは決して不可能ではないと考えられる。それは、

モンゴル帝国期のジュチ･ウルスが、バト batu（ジュ
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チの二男）の中央、オルダ orda（ジュチの長男）

の左翼、タングト tangγud（ジュチの六男）の右翼、

の下位三ウルスから構成されていたとする、私が提

唱した説*2に基づくものである。

　通説では、ジュチ･ウルスは、ジュチの没後、バ

トの右翼とオルダの左翼との下位二ウルスに両分さ

れた、とされており、王族ノカイが属したジュチ･

ウルスの「右翼」とは、バトのウルスとなる。一方、

私見では、ジュチ･ウルスの右翼には、ジュチの諸

子のうち少なくとも六男タングト、七男ボアル、十

男チンバイ čimbai と彼らの子孫が属しており、バ

トの西征でジュチ･ウルスの領域が拡大する以前の

右翼の本拠地は、カスピ海とアラル海の間 ──「ノ

ガイ＝オルダ」の領域と重なる部分が多い ── に

あった（赤坂恒明 2005, pp.128-136,210-211）。そし

て、ジュチ･ウルス右翼の当主の地位は、タングト

の後、チンバイ裔に移ったが、王族ノカイが実力で

彼らを凌駕し、右翼の実質上の支配者となった結果、

右翼のウルスは「ノカイの国々」と認識されていた

（赤坂恒明 2005, p.108）と考えられる。ジュチ家宗

主トクタ toqto’a との争いに敗れた王族ノカイの没

後、右翼は解体されたようである（赤坂恒明 2005, 

pp.175-191,211）が、右翼の構成要素の後身は、そ

の後も史料上に姿を現し*3、それらのうちチンバイ

裔のチンバイ集団は、ノガイ＝オルダの系統を引く

カラカルパク qara-qalpaq 人の氏・部族の一つと

なったと推測される*4。

　ここから、「ノカイの国々」の構成要素が、マング

ト族のエディゲ裔の政権に合流したという背景のも

とに、マングト族が「ノガイ＝オルダ」と呼称された、

と考えることが可能であると思われる*5。

　さて、本稿で取り上げる、「ナガイのオルダの始ま

り、およびナガイの公たちとムルザたちの系譜」は、

『ロシア歴史・古代帝室モスクワ協会紀要』第10号

（Временник Императорского Московского общества 

исторiи и древностей россiйскихъ. книга десятая. 

1 8 5 1）стр. 1 3 0  所収、シノド本『系譜の書』

（Родословная книга）［Государственный исторический 

музей, синодальное собрание, No.860］の一章で、ロ

シア系譜史料に伝えられた、「タタール系譜」と称さ

れるモンゴル系王族・貴族の系譜*6のうち、ノガイ

＝オルダ即ちマングト族のエディゲの子孫に関する

系譜情報の一つである*7。

　本系譜には、記載された人物の続柄が記されてい

ない部分が複数あるが、それらは、転写の際におけ

る脱落によると考えられる。

　それらの脱落を考慮しても、本系譜におけるエ

ディゲ裔に関する情報は網羅的であるとは言い難く、

ノガイ＝オルダの有力者の中にも記載されていない

人物が少なくない*8。本系譜には三人の女性 ── い

ずれもチンギス裔の君主・皇子に嫁いだ女性たちで

ある ── が挙げられており、注目に値するが、有

名なカザン汗国皇后スユム＝ビケ sūyum bīka / 

Сююмбике（ユースフ ［1-1-1-1-5］ の娘）の名前は、

ここには見えない。

　重要人物が本系譜に見えない理由の一つとしては、

本系譜の原形の下限が、エディゲの子ヌールッ

ディーン ［1-1］ の子孫は曾孫まで、エディゲの子マ

ンスール ［1-2］ の子孫は玄孫までであり、その後、

個別に系譜情報が追加されたものの、その追加に洩

れた著名人がいたためである、と推定される。即ち、

本系譜では、ヌールッディーン裔は、曾孫の代まで

は、おそらく兄弟順に従って排列され、マンスール

裔の前に位置している。ところが、ヌールッディー

ンの玄孫たちの系譜は、マンスール裔の後に記載さ

れており、新たに追加された情報であることが窺わ

れる。

　また、マンスールの玄孫より以下の代で記載され

ているのは、外裔であるカザン汗サファー＝ギレイ 

［1-2-1-1-1-a-1］、および、ロシア正教に入信したイ

ワン ［1-2-1-2-4-1-1］、その兄弟シデャク ［1-2-1-2-4-

1-2］（サイイダク）とその諸子であるが、彼らの系

譜情報も、本系譜の原形が成立した後に追加された

新情報であると思われる。モスクワにとって手強い

敵対者であったサファー＝ギレイ･ハンの外祖に関

する系譜情報は、モスクワ側にも関心があったため

に加えられたものであろうし、また、ロシア正教に

入信したイワンと彼の兄弟・甥については、イワン

本人または彼の周辺から系譜情報が伝わったもので

あろう。

　ちなみに、このイワンの兄弟でブハラに居るとさ
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れるシデャク（サイイダク）と彼の諸子についての

記載は注目に値する。周知のように、シャイバーニー

朝のもとにはアストラハン王家のジャーン j�n 一門 

── 後にジャーン朝（アストラハン朝）を開いた 

── もあったが、彼らサイイダク一族も、恐らく

シャイバーニー朝に仕えていたと考えられる。中央

アジアで編纂された諸史料から、彼ら一門の動向を

明らかにすることが出来れば、それによって、ある

いは、ブハラにおけるマングト族の「ブハラ･アミー

ル国」成立前史の一齣を明らかにすることができる

かも知れない。

　ところで、本史料における「Князь （knyaz'）」は、

「公」と訳したが、これは、「ビー biy（ベク beg）」

に対応していると考えられる。但し、各人に付けら

れた称号「Князь」・「Мурза（Murza）」の使い分けに

ついては、検討が必要であると思われる。

　いずれにせよ、本系譜に記載されているエディゲ

裔の各人の中には、ノガイ＝オルダを対象とする先

行諸研究において、まだ比定されていないものも少

なくない。よって、他史料との比較をも伴った今後

の更なる検討が俟たれる。

　本訳稿でも、人名比定が必ずしも十分ではない。

御指正いただければ幸いである。

*1 ノガイ＝オルダに関する先行研究は、V.V.トレパ

ヴロフ『ノガイ･オルダの歴史』（Trepavlov 2001）等、

ロシアを中心に数多く存在するが、日本における専

論としては、坂井弘紀氏による、「ノガイ大系」と称

される英雄叙事詩を主に分析した一連の研究（坂井

弘紀 2003; 2008; 2010; 2012; 2013）があるに過ぎない。

*2 当該の説に対する評価としては、岡本和也 2006 

を参照されたい。

*3 例えば、「シャイバーニー朝」初期のチャガタイ＝

テュルク語史料、『勝利の書なる選ばれたる諸史』 

tawārīx-i guzīda［-’i］ nus
3

rat nāma（1504年 頃 擱 筆 ）

には、ジュチの五男シバンの後裔であるアブル＝ハ

イル･ハン abū al-xayr xān の軍に加わった人々が所

属していた諸集団のうちに、「タングト tankqut」・

「ボアル b�āl」・「チンバイ jīmbāy」の集団名が挙げ

られているが、これらは、モンゴル帝国期にジュチ・

ウルスの右翼を構成していたと私が推定するジュチ

諸子の名前に由来すると考えられる。赤坂恒明 

2005, pp.102-104 を参照されたい。

*4 現在のウズベキスタン共和国の北部を構成する

カラカルパクスタン共和国の都市には、カラカルパ

クの氏・部族名に由来するものが少なくなく（バル

トリド 2011, p.248を見よ）、工業都市チンバイ 

�imb�y / ��mbay の名もチンバイ集団に由来すると

考えられるが、検討が必要である。

*5 なお、ノガイ＝オルダとの関係が密接であった

ジュチ裔政権「カザン汗国」の遺民であるカザン＝

タタール人は、帝政ロシア時代、商人として中央ア

ジア方面で活躍し、西トルキスタンの住民から「ノ

ガイ人」と呼ばれていたことが知られる。この名称

については、「カザン汗国」など所謂「タタール三汗

国」に及ぼしたノガイ＝オルダの影響力の強さを、

その歴史背景として指摘することが可能であろう。

「ノガイ」の族称については、今後、更なる検討が

必要であると思われる。

*6 「タタール系譜」については、Vásáry 2008、赤坂

恒明 2013 と、それらに引用された諸文献を参照さ

れたい。

*7 所謂「タタール系譜」におけるノガイ系譜とし

ては、本史料の他に、モスクワのロシア国立古記録

文書館（Россииский государственный архив древних 

актов ［РГАДА］）の外務省（Министерство 

иностранных дел ［МИД］）旧収集物における「ノ

ガイ･オルダの系譜」 Род Ногайской Орды（РГАД

А, ф.181 《Рукописное собрание библиотеки Московс

кого городского архиваМИД》. ед. хр.385, 17об-18）

がある（Vásáry 2008, p.371）が、未見である。

*8 ちなみに、ロシアの大貴族であるユスポフ Юсупов 

公爵家、ウルソフ Урусов 公爵家のそれぞれの系譜

の起点たるべき人物も、本系譜には記されていない。

文献

　Ｖ・Ｖ・バルトリド『トルキスタン文化史』１（東

洋文庫805）小松久男監訳．東京, 平凡社, 2011.2.

　岡本和也〔書評〕「赤坂恒明『ジュチ裔諸政権史

の 研 究 』 風 間 書 房, 2005年, ii＋548＋191頁, 定 価 

25,200円 」『 オ リ エ ン ト 』 第48巻 第 ２ 号, 2006, 

pp.186-193.



― 186 ―

埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第14号

　坂井弘紀「オルマンベトとその時代 ─口頭伝承

に現れるノガイ＝オルダの有力者について─」 黒田

卓・高倉浩樹・塩谷昌史編 『中央ユーラシアにおけ

る民族文化と歴史像』（東北アジア研究センター叢

書 第13号）. 仙台, 東北大学東北アジア研究セン

ター, 2003.9, pp.47-61.

　坂井弘紀「ノガイ・オルダの創始者エディゲの生

涯」『和光大学表現学部紀要』第８号, 2008.3, pp.31-

49.

　坂井弘紀「15世紀のノガイ・オルダ」『和光大学

表現学部紀要』10号, 2010.3, pp.043-059.

　坂井弘紀「16世紀のノガイ・オルダ （1）　オラク、

ママイとその時代」『和光大学表現学部紀要』12号, 

2012.3, pp.060-080.

　坂井弘紀「16世紀のノガイ＝オルダ （2）　カラサ

イ、カジとアディルに焦点をあてて」『和光大学表

現学部紀要』13号, 2013.3, pp.052-070.

　Trepavlov 2001 : Трепавлов Вадим Винцелович, 

История Ногайской Орды. Москва, Издательская 

фирма 《Восточная литература》 PAH, 2001.

　István Vásáry, “The Tatar ruling houses in Russian 

genealogical sources”. Acta Orientalia Academiae 

Scientiarum Hungaricae,  Volume 61, Number 3, 

Budapest, Akadémiai Kiadó, 2008.9, pp.365-372.

　赤坂恒明『ジュチ裔諸政権史の研究』東京, 風間

書房, 2005.2.

　赤坂恒明「シノド本『系譜の書』（Родословная 

книга）におけるチンギス裔系譜」『埼玉学園大学紀

要』人間学部篇 第十三号, 2013.12, pp.273-280.

凡例

・上段に中世ロシア語テキスト、下段に日本語訳を

配し、末尾に、人物に関する簡単な注を付けた。

・中世ロシア語テキストが活字化された際、新たに

句読点が付けられたが、なかには不適切なものも

あるので、句読点にはこだわらずに訳出した。ま

た、大文字と小文字にも、必ずしもこだわること

なく、訳出した．

・【　】内にはページ数を，［　］ 内には人物の整理

番号と訳の補足を記した．末尾における各人に対

する注は，この整理番号順に排列されている．

・キリル文字のラテン文字転写において，非ロシア

語語彙における，子音に続く「ы」「я」「ю」は，

それぞれ「ï」「ä」「ü」と転写した．

テキストと日本語訳

【стр.130】

Начало Орды Нагайской, и родословіе Княземъ и 

Мурзамъ Нагайскимъ

ナガイのオルダ Orda Nagayskaya の始まり、および

ナガイの公たちとムルザたちの系譜

Магнитъ① сильный Едигей Князь Нагайской; 

マンギト Magnit （Mangit）。

ナガイの強力なるエディゲイ公 sil'nïy Edigey knyaz' 

Nagayskoy ［1］.

а у Едигея Князя дѣти:

そして、エディゲイ公 Edigey knyaz' ［1］ には諸子

［がいた］。

Мурадинъ Мурза, да Мансырь Князь; 

ムラディン･ムルザ Muradin murza ［1-1］、および、

マンスール公 Mansïr knyaz' ［1-2］。

а у Мурадина Мурзы дѣти: 

そして、ムラディン･ムルザ Muradin murza ［1-1］ 

には諸子［がいた］。

Оказъ Князь; 

オカズ公 Okaz knyaz' ［1-1-1］。

Оказовъ сынъ Муса Князь, да Ямъгурчей мурза, да 

Алсанъ Князь; 

オカズ Okaz ［1-1-1］ の子息は、

　ムーサー公 Musa knyaz' ［1-1-1-1］。

　および、ヤムグルチェイ･ムルザ  Yamgurčey 

murza ［1-1-1-2］。

　および、アルサン公 Alsan knyaz' ［1-1-1-3］。

а Мусинъ сынъ большой Шегей Князь, убитъ въ 

Астрахани, 
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そして、ムーサー Musa ［1-1-1-1］ の長男シェゲイ公 

Šegey knyaz' ［1-1-1-1-1］②。アストラハン Astraxan' 

で殺［され］た。

да Идякъ Князь, да Шихъ Мамай Мурза, да Дороу 

Мурза, да Исупъ Мурза; 

　および、イデャク公 Idäk knyaz' ［1-1-1-1-2］。

　および、シフ＝ママイ･ムルザ Šix Mamay murza 

［1-1-1-1-3］。

　および、ドロウ･ムルザ Dorou murza ［1-1-1-1-4］。

　および、イスプ･ムルザ Isup murza ［1-1-1-1-5］。

а у Ямгурчея дѣти: 

そして、ヤムグルチェイ Yamgurčey ［1-1-1-2］ には

諸子［がいた］。

Урастла Мурза, да Агишъ Мурза, да Кугушъ Мурза; 

　ウラストラ･ムルザ Urastla murza ［1-1-1-2-1］。

　および、アギシュ･ムルザ Agiš murza ［1-1-1-2-2］。

　および、クグシュ･ムルザ Kuguš murza ［1-1-1-2-3］。

а Мансыревъ сынъ Тенсубуй Князь, да Темиръ Князь, 

былъ со Ахматомъ на Угрѣ; 

そして、マンスール Mansïr ［1-2］ の子息は、

　テンスブイ公 Tensubuy knyaz' ［1-2-1］。

　および、テミル公 Temir knyaz' ［1-2-2］。［彼は］

ウグラ Ugra にてアフマト Axmat と共にあった。

а у Тенъ-Субуя сынъ 

そして、テンスブイ Ten-Subuy ［1-2-1］ には子息［が

いた］。

Азикій Князь, да Абреимъ Князь, да Момалай Мурза, 

да Ахметинъ Мурза бездѣтенъ; 

　アズィキイ公 Azikiy knyaz' ［1-2-1-1］。

　および、アブレイム公 Abreim knyaz' ［1-2-1-2］。

　および、モマライ･ムルザ Momalay murza ［1-2-1-3］。

　および、アフメティン･ムルザ Axmetin murza ［1-

2-1-4］。子なし。

а у Азика сынъ Мусака Мурза, 

そして、アズィク Azik ［1-2-1-1］ には子息［がいた］。

ムーサカ･ムルザ Musaka Murza ［1-2-1-1-1］。

а у Мусеки дочь была Ждаишъ Салтана, 

а была за Фити Гиреемъ Царемъ за Менгли 

Гиреевымъ сыномъ,  

そして、ムーセカ Museka ［1-2-1-1-1］ には娘［がい

た］。［彼女は］ジダイシュ･サルタナ Ždaiš saltana 

［1-2-1-1-1-a］ であった。

そして、［彼女は］、メングリ＝ギレイ Mengli girey の

子、フィティ＝ギレイ皇帝 Fiti girey tsar'④と結婚し

ていた。

сынъ ея Сафа Гирей Царь Казанской; 

彼女の子は、カザンのサファー＝ギレイ皇帝 Safa 

girey tsar' Kazanskoy ［1-2-1-1-1-a-1］。

а у Зимаметя сынъ Телешъ Мурза бездѣтенъ; 

そして、ズィマメティ Zimamet' ［1-2-1-1-2］ には子

息［がいた］。テレシュ･ムルザ Teleš murza ［1-2-1-1-

2-1］。子なし。

а у Бреима Князя болшой сынъ Утешъ Князь, 

そして、［ア］ブレイム公 Breim knyaz' bolšoy ［1-2-1-

2］ には長男③［がいた］。ウテシュ公 Uteš knyaz' ［1-

2-1-2-1］。

да Салтышъ бездѣтенъ, 

　および、サルトィシュ Saltïš ［1-2-1-2-2］。子なし。

да Бибей Мурза, а во крещеніи имя ему Владимеръ, 

　および、ビベイ･ムルザ Bibey murza ［1-2-1-2-3］。

　そして、彼には洗礼名でヴラディメル Vladimer。

да Тивкушъ, 

　および、ティヴクシュ Tivkuš ［1-2-1-2-4］。

да Исаипъ Мурза, 

　および、イサイプ･ムルザ Isaip murza ［1-2-1-2-5］。

да двѣ дочери: 

　および、二息女。
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Бурнаша за Шибанскимъ Царевичемъ была, 

ブルナシャ Burnaša ［1-2-1-2-a］。［彼女は］シバン

皇子 �ibanskiy tsarevi� と［結婚して］いた。

да Шасалтана была за Шиговлеяромъ Царевичемъ; 

および、シャーサルタナ Šasaltana ［1-2-1-2-b］ は、

シゴヴレヤル皇子 Šigovleyar tsarevič ［1-2-1-2-b］ と

［結婚して］いた。

а Утешовъ сынъ Нехошъ; 

そして、ウテシュ Uteš ［1-2-1-2-1］ の子息はネホ

シュ Nexoš。

а у Бибія Мурзы сынъ Доаслія, а во крещеніи имя ему 

Семіонъ, 

そして、ビビイ･ムルザ Bibiy murza ［1-2-1-2-3］ に

は子息［がいた］。ドアスリヤ Doasliya ［1-2-1-2-3-1］。

そして、彼には洗礼名でセミョーン Semion。

а у Тевкиша сынъ Мавлешъ, 

そして、テヴキシュ Tevkiš ［1-2-1-2-4］ には子息［が

いた］。マヴレシュ Mavleš ［1-2-1-2-4-1］。

а Мавлешовъ сынъ Иванъ новокрещонъ, и Шидякъ въ 

Бухарѣхъ; 

そして、マヴレシュ Mavleš ［1-2-1-2-4-1］ の子息は、

　イワン Ivan ［1-2-1-2-4-1-1］。受洗したばかり［で

ある］。

　そして、シデャク Šidäk ［1-2-1-2-4-1-2］。ブハラ 

Buxara に［いる］。

а дѣти его: Тарахматъ Мурза, Тога Мурза, Магамедъ 

Мурза, Июндюкъ Мурза, Чемишъ Мурза, Атай Мурза - 

Ашигимъ, 

そして、彼の諸子。

　タラフマト･ムルザ Taraxmat murza ［1-2-1-2-4-1-

2-1］

　トガ･ムルザ Toga murza ［1-2-1-2-4-1-2-2］

　マガメド･ムルザ Magamed murza ［1-2-1-2-4-1-2-3］

　イユンデュク･ムルザ Iyundük murza ［1-2-1-2-4-

1-2-4］

　チェミシュ･ムルザ Čemiš murza ［1-2-1-2-4-1-2-5］

　アタイ･ムルザ Atay murza ［1-2-1-2-4-1-2-6］

　アシギム Ašigim ［1-2-1-2-4-1-2-7］

А Шихъ Мамаевы дѣти: Касамъ Мурза, Ханъ Мурза 

бездѣтенъ, Бай Мурза, Бій Мурза, Бекъ Мурза, Акъ 

Мурза. 

そして、シフ＝ママイ Šix Mamay ［1-1-1-1-3］ の諸子。

　カサム･ムルザ Kasam murza ［1-1-1-1-3-1］。

　ハン･ムルザ Xan murza ［1-1-1-1-3-2］。子なし。

　バイ･ムルザ Bay murza ［1-1-1-1-3-3］

　ビー･ムルザ Biy murza ［1-1-1-1-3-4］

　ベク･ムルザ Bek murza ［1-1-1-1-3-5］

　アク･ムルザ Ak murza ［1-1-1-1-3-6］

А Кушумовы дѣти: Карнамалей Мурза, Яросланъ 

Мурза, Урусъ Мурза, Торга Мурза.

そして、クシュム Kušum ［1-1-1-1-（4）］ の諸子。

　カルナマレイ･ムルザ Karnamaley murza ［1-1-1-1-

（4）-1］。

　ヤロスラン･ムルザ Yaroslan murza ［1-1-1-1-（4）-2］。

　ウルス･ムルザ Urus murza ［1-1-1-1-（4）-3］。

　トルガ･ムルザ Torga murza ［1-1-1-1-（4）-4］。

А Юсуфовы дѣти: Юнусъ Мурза, Али Акранъ Мурза, 

Борамъ Мурза, Янъ Мурза, Ахметъ Мурза. 

そして、ユースフ Yusuf ［1-1-1-1-5］ の諸子。

　ユーヌス･ムルザ Yunus murza ［1-1-1-1-5-1］。

　アリー･アクラン･ムルザ Ali Akran murza ［1-1-1-

1-5-2］。

　ボラム･ムルザ Boram murza ［1-1-1-1-5-3］。

　ヤーン･ムルザ Yan murza ［1-1-1-1-5-4］。

　アフメト･ムルザ Axmet murza ［1-1-1-1-5-3］。

А Исмаилевы дѣти: Магаметъ Мурза, Тена Ахматъ 

Мурза, Кулбай Мурза, Тенъ Бай Мурза. 

そして、イスマイル Ismail ［1-1-1-1-（6）］ の諸子。

　マガメト･ムルザ Magamet murza ［1-1-1-1-（6）-1］。

　テナ＝アフマト･ムルザ Tena Axmat murza ［1-1-1-

1-（6）-2］。
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　クルバイ･ムルザ Kulbay murza ［1-1-1-1-（6）-3］。

　テン＝バイ･ムルザ Ten Bay murza ［1-1-1-1-（6）-4］。

А Урузлы Мурзы Шигимовы дѣти: Аиса Мурза, Тетаръ 

Мурза, Темирь Мурза, Безезякъ Мурза, Булатъ Мурза.

そして、シギムの子ウルズラ･ムルザ Uruzla murza 

Šigimov ［1-1-1-1-1-1］ には諸子［がいた］。

　アイサ･ムルザ Aisa murza ［1-1-1-1-1-1-1］。

　テタル･ムルザ Tetar murza ［1-1-1-1-1-1-2］。

　テミル･ムルザ Temir murza ［1-1-1-1-1-1-3］。

　ベゼズャク･ムルザ Bezezäk murza ［1-1-1-1-1-1-4］。

　ブラト･ムルザ Bulat murza ［1-1-1-1-1-1-5］。

注

　①「Мангитъ」とあるべきもの。

　②「ムーサーの子息、大シェゲイ公 bol'šoy Šegey 

knyaz'」とも解釈可能。

　③「大［ア］ブレイム公 Breim knyaz' bolšoy には

子息」とも解釈可能。

　1-1. ヌールッディーン nūr al-dīn。通説では、ノ

ガイ＝オルダの初代君主として位置づけられる。

　1-1-1. ワッカス waqqās
3

 bīk。シバン裔のアブル＝

ハイル･ハンを支持した有力者。ワッカスによって、

アブル＝ハイル･ハンは、「二回、サイン【バト】の

王 座（sāyīn taxtī） を 取 る 」（tawārīx-i guzīda［-’i］ 

nus
3

rat nāma）ことができたという。

　1-1-1-1-1. シャイフ＝ムハンマド šayx muh
3

ammad 

/ シヒム Шихим / シギム Шигим。

　1-1-1-1-1-1. オラズ＝アリー Ураз-Али に比定され

る。Trepavlov 2001, стр.145-146.

　1-1-1-1-2. 「シデャク Шидякъ （Šidäk）」とあるべ

きものであろう。即ち、サイイダク sayyidak / サイ

イド＝アフマド sayyid ah
3

mad。

　1-1-1-1-3. シャイフ＝ママイ šayx mamay。坂井弘

紀 2012 にも言及がある。

　1-1-1-1-（4）. 本史料に続柄は記されていないが、

本史料の排列順から、彼はシャイフ＝ママイ ［1-1-1-

1-3］ とユースフ ［1-1-1-1-5］ との間の兄弟であると

考えられ、その場合、前記のドロウ･ムルザ ［1-1-1-

1-4］ は、このクシュムに比定される。なお、クシュ

ム（ハージー＝ムハンマド h
3

ājī muh
3

ammad）がムー

サーの子であった事実は他の文献からも裏付けられ

る。

　1-1-1-1-（4）-2. アルスラン arslan。

　1-1-1-1-（6）. イスマイル ismā‘īl。本史料に続柄は

記されていないが、本史料の排列順から、彼はユー

スフ ［1-1-1-1-5］ の弟であったと考えられる。なお、

イスマイルがムーサーの子であった事実は他の文献

からも裏付けられる。坂井弘紀 2012; 2013 にも言及

がある。

　1-1-1-1-（6）-2. ディーン＝アフマド dīn ah
3

mad。

　「ノガイ大系」の英雄叙事詩に現れるオルマンベ

トの父にあたる。

　1-1-1-1-（6）-3. クトル＝バイ （qutlu bay）。

　1-1-1-1-（6）-4. ディーン＝バイ dīn bay。

　1-1-1-2. ヤムグルチ yamγūrčī。

　1-1-1-2-1. オラズ＝アリー Ураз-Али。

　1-1-1-2-2. またはアグシュ Агыш。「ノガイ大系」

の英雄叙事詩にも登場する（坂井弘紀 2010, pp.054-

055）。

　1-1-1-3. ハサン h
3

asan に比定される。

　1-2. mans
3

ūr。後に、その子孫でクリミア汗国に

合流した人々に率いられた集団は、「マンスール･ノ

ガイ」として知られ、クリミア汗国における有力な

遊牧勢力となった。

　1-2-1. ディーン＝スーフィー dīn s
3

ūfī。

　1-2-1-1. ハージー＝アフマド h
3

ājī ah
3

mad / ハージケ 

h
3

ājīkä。1502年にクリミア汗メングリ＝ギレイ･ハン

が所謂「大帳
オルダ

」政権を滅ぼした後、クリミア汗国に

属した。

　1-2-1-1-1-a. Trepavlov 2001, стр.183 に「Джелал- 

-султан （ロシア諸史料の Ждиим または Ядиим 

Салтана）」とある。

　1-2-1-1-1-a-1. カザン汗国の汗、サファー＝ギレイ 

s
3

afā kirāy。クリミア汗メングリ＝ギレイ･ハンの皇

子フェトフ＝ギレイ･スルターン fath
3

 kirāy sult
3

ān の

子。

　1-2-1-2. イブラーヒーム ibrāhīm。

　1-2-1-2-a. その夫「シバン皇子」とは、封地とし

てゴロデツ Городец を与えられた「シバン皇子アフ

ドヴレト（Шибанский царевич Ахдовлет）」即ちア

ク＝ダウラト aq dawlat（テュメン汗国のイバク･ハ
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ン ibāq xān の従兄弟アク＝クルト āq qūrt の子）に

比定されよう。

　1-2-1-2-b. シャー＝スルターナ šāh sult
3

āna。その

夫、シゴヴレヤル皇子は、カシモフ汗となったシャ

イフ＝アウリヤール šayx awliyār。その子、シャー＝

アリー šāh ‘alī とジャーン＝アリー jān ‘alī は、それ

ぞれカザン汗になった。

　1-2-1-2-4-1-2-7. あるいは、「а, Шигимъ」（そして、

シギム）と解すべきものか。

　1-2-2. テムル temür。小ムハンマド裔諸政権、即

ち、所謂「大帳
オルダ

」と「アストラハン汗国」を支持。

本史料にも記されているように、ウグラ河畔の対陣 

── モスクワを攻撃するために出征した「大帳
オルダ

」

のアフマド･ハン ah
3

mad xān が、ウグラ河畔でモス

クワ軍と対峙したが、戦戈を交えることなく退却し

た。この事件は、通説的に、所謂「タタールの軛」

からロシアが解放された事件として位置づけられて

いるが、この歴史評価については問題が少なくない 

── に、アフマド･ハンと共に参加した。なお、シ

バン裔のアブル＝ハイル･ハン政権が崩壊した後、

アブル＝ハイル･ハンの孫ムハンマド（シャイバー

ニー･ハン）とその兄弟マフムードは、アストラハ

ン汗カースィム qāsim xān に引き渡され、テムル 

mankγīt tīmūr bīk に預けられ（tawārīx-i guzīda［-’i］ 

nus
3

rat nāma）、しばらくの間、カースィム･ハンと

テムルのもとに庇護されていた。ちなみに、アスト

ラハン汗カースィムは、シャイバーニー･ハンから、

『五族譜』（šu‘ab-i panjgāna）の写本として唯一知ら

れているトプカプ＝サライ図書館写本（MS., İstanbul, 

Topkapı-Sarayı Müzesi Kütüphanesi, Ahmet Ⅲ 2934）

を贈られた、と考えられている（A. Zeki Velidi Togan, 

"The Composition of the History of the Mongols by 

Rashīd al-dīn". Central Asiatic Journal,  vol.VII, Nr.1. 

1962, pp.68-69）


